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■これまでの津波対策の視点と課題 

 
 
津波によって甚大な被害のあった地域の被災状況を概説して、地域の地形的な特性

との関係から類型化し、考えるべき視点を整理します。 
 

 海岸の主な被災の原因には高潮と津波があります．高潮は，台風や低気圧の時に海

面が高くなり，更に波浪が大きくなって海岸堤防を越える被災です．津波は地震で引

き起こされた大きな波が海岸を襲う現象です．どちらも，数年から数百年に一回とい

ったまれに起こる現象です．同じ期間を考えた場合，一般には 

 

 想定される高潮の高さ＞想定される津波高さ 

 

と高潮の高さが津波の高さより高くなる場合が多く，この場合には，堤防の高さは想

定される高潮で決められます．高潮は台風の影響を受けやすいため，東日本よりは西

日本の方が被災する確率が高くなります． 

 

 一方，三陸などのリアス式海岸では地形の影響が大きく， 

 

 想定される高潮の高さ＜想定される津波高さ 

 

と津波の想定高さの方が大きく，この場合には，想定される津波で堤防の高さが決め

られます． 

 

 (1) 沖積平野周辺の海岸の被災状況 

 沖積平野周辺の海岸は，今まで主に高潮を想定して堤防が建設されてきました．宮

城県南部，福島県の海岸はこれに相当します．また，宮戸島など一部の平坦な島の海

岸もこのグループに属します． 

 

 

写真1 亘理農地海岸の被災状況 花傘第2排水機場より北方を望む 
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 (2) リアス式海岸 

 岩手県の海岸，宮城県北部にリアス式海岸があります．この地域は古くから，明治

三陸津波，昭和三陸津波，チリ津波などの被害に遭ってきました．それらの経験から

次のことが知られています． 

 

１）津波を想定した高い海岸堤防を建設することは一定の効果がある．しかし，海岸

堤防を越えるような大きな津波が発生することもあるので，堤防の建設と同時に，避

難による人命の安全の確保が重要である． 

 

２） 海岸に近い土地，標高の低い土地は津波に遭うリスクが高いので，海岸から離

れた標高の高い土地が安全である．津波発生時の避難所としては，これらの土地が選

ばれるべきであり，可能であれば住居もこうした安全な地帯に移設すべきである． 

 

 

写真2 岩手県小白浜漁港海岸津波堤防の被災（リアス式海岸） 

 

 

 
写真3 宮古市田老地区津波堤防の被災 

 

 


